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改良・開発手法の提案

モニタリング・検証

手法の改良・開発

既存情報の収集・整
理と追加調査

Ｈ18試験施工

塩水川流域の緊急的な問題を解決するための事業実
行計画である「総合保全推進モデル」を策定するととも
に、実行計画策定の手順書となる「策定ガイドライン」
を作成す。

現地での試験施工を行い検
証することにより改良・開発
を行う。

Ｈ17試験施工

既往対策事業の整
理・検証

問題抽出と問題構造
の整理

土壌浸食メカニズムの把
握

流域総合保全実行計
画策定のための手順
書提案

塩水川流域総合保全推進
モデル提案

塩水川流域総合保全推進
モデルの検討
　
　○現状と問題の整理

第１回委員会
2005.8.1

第２回委員会
2005.10.17

第３回委員会
2005.12.22

第４回委員会
2006.3.14

　○流域の目標設定
　○総合的な事業実行計画
　○対策の実行と見直し

検討する
上での
考え方を
整理する

土壌保全手法の改良・開発 塩水川流域総合保全推進モデルと策定ガイドライン

平成17年度

平成18年度

委員会

手法の改良・開発

丹沢大山保全緊急対策 

検討委員会    

中間結果概要   

～シカの影響による林内表面   

土壌侵食対策の検討～ 

 
 
 
 
取組みの趣旨 ～なぜ土壌保全か～ 
（１） 中津川エリア（保全再生重点区域）における 

従来の丹沢大山保全対策 

 

 

 

 

 

（２） 自然林内の表面土壌侵食の深刻化  

 
 

 

 

 

（３） 現行の植生保護柵設置手法の限界 

○これまで自然林内急斜面地では、一部の例を除いて 
対策は実施されていない。 

○尾根沿いの緩斜面で効果のあった植生保護柵を急斜面地 
にまで増設するには限界がある。 

 
 

 

 

 

 

検討のすすめ方 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委員会の構成 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

急斜面用植生保護柵工(Ａタイプ) 
 
 

木製枠工(竹繊維ネット) 
 

木製枠工(ヤシ繊維ネット) 
 

急斜面用植生保護柵工(タイプＥ) 

急斜面用植生保護柵工(タイプＣ，Ｄ) 

急斜面用植生保護柵工(Ｂタイプ) 
 

神奈川県 

中津川エリア 

委員会の目的 
 清川村堂平における林内傾斜地の表面土壌侵食に緊急的に対応する土壌保全手法の改良・開発及

びその手法を含んだ総合的な流域保全推進モデルとその策定手順書を提案する。 
 

 

 
 

現行植生保護柵の増設の限界 

・構造上の問題（急傾斜地で困難） 
・維持管理の問題（大規模は破損リスク大） 
・占有面積拡大による問題（生息地分断） 
・植生回復効果の即効性に対する問題 

土壌保全 

植生回復 
シカの保護

管理 
公園・県有林事業によ
る植生保護柵の設置 
（H9～） 
 

治山事業による 
渓流縦浸食の防止 
    （H14～） 

ニホンシカ個体数調整の実施 
（H15～） 

清川村堂平 

特別保護地区内の植生回復及び多彩な森林づ

くりによる生態系保全環境収容力の増進とシ

カの保護管理の一体的推進による生物多様性

の保全。 

ニホンジカの採食圧により、林床植生が衰退

している箇所では、急激な土壌侵食が起こっ

ていることが判明した。 
（2004-2005 丹沢大山総合調査） 

 

(1)環境負荷の小さい土壌保全技術の改良・開発 

(2)土壌保全対策を組み込んだ統合的な事業実施のための流域総合保全推進モデル 
(3)上記モデルの策定の考え方（手順書） 

本委員会の検討課題 

３回 
開催予定 


